
紅
屋
峠
千
本
桜
森
林
公
園

柱
沢
小
学
校
北
側
の
里
山
に
あ
る
桜
の
名
所
で
す
。

満
開
に
咲
き
誇
る
1,000

本
余
り
の
桜
の
花
々
は
ま
さ
に
絶
景
で
、
毎
年
４
月
初
旬
に

は
桜
ま
つ
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
５
月
に
は
紅
霧
島
つ
づ
じ
が
公
園
中
心
に

咲
き
ま
す
。

保
原
総
合
公
園

伊
達
市
の
中
心
部
に
位
置
す
る
総
合
的
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
で
す
。

運
動
施
設
（
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
等
）、

遊
具
施
設
、
修
景
施
設
の
ほ
か
、
国
指
定
重
要
文
化
財
「
旧
亀
岡
家
住
宅
」
が
あ
り
ま

す
。

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
シ
テ
ィ

「
想
像
を
超
え
た
暮
ら
し
」「
健
幸
と
生
涯
活
躍
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
く
ら

し
の
仕
組
み
や
サ
ー
ビ
ス
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
街
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
シ
テ
ィ
内
に
は
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
る
健
康
器
具
が
13
基
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト

健
幸
づ
く
り
ス
ポ
ッ
ト

　
保
原
地
域
に
は
運
動
施
設
、
公
園
な
ど
健
幸
づ
く
り
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

名
称

連
絡
先

U
－
プ
レ
イ
ス
伊
達

保
原
体
育
館

保
原
総
合
公
園
（
管
理
棟
）

赤
坂
の
里
森
林
公
園
（
管
理
棟
）

保
原
プ
ー
ル

ス
マ
イ
ル
パ
ー
ク
ほ
ば
ら

保
原
歴
史
文
化
資
料
館

☎
0
24
-5
7
3
-10
5
7

☎
0
24
-5
7
5
-4
610

☎
0
24
-5
7
5
-1
6
1
6

☎
0
24
-5
7
5
-3
5
6
6

☎
0
24
-5
7
2
-7
2
2
2

☎
0
24
-5
7
5
-0
213

☎
0
24
-5
7
5
-1
6
1
5

※
季
節
や
時
間
帯
に
よ
り
☎
が
つ
な
が
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
H
P
等
で
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

U
－
プ
レ
イ
ス
伊
達

交
流
施
設
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
ご
利
用
の
ほ
か
、
洋
食
レ
ス
ト
ラ
ン
、

ス
ポ
ー
ツ
整
骨
院
等
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
隣
接
す
る
お
試
し
居
住
施
設
『
N
extプ

レ
イ
ス
』
で
は
ご
宿
泊
、
貸
し
切
り
ラ
ウ
ン
ジ
の
利
用
が
可
能
で
す
。
そ
の
他
、
イ
ベ
ン

ト
広
場
や
B
B
Q
テ
ラ
ス
、
U
－
プ
レ
イ
ス
伊
達
施
設
内
物
販
コ
ー
ナ
ー
の
貸
し
出
し

等
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

丹
露
盤
（
高
子
二
十
境
の
第
一
）

伊
達
家
の
始
祖
『
朝
宗
』
の
居
城
跡
と
い
わ
れ
る
高
子
ヶ
岡
・
亀
岡
八
幡
宮
、

そ
の
奥
に
あ
る
の
が
『
丹
露
盤
』
で
す
。
こ
こ
か
ら
の
展
望
は
素
晴
ら
し
く
、

眼
下
に
は
一
面
に
果
樹
園
が
広
が
り
、
向
こ
う
に
は
奥
羽
山
脈
の
山
々
を
望

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

古
樵
丘
（
高
子
二
十
境
の
第
二
十
）

高
子
沼

高
子
地
区
の
山
は
か
つ
て
金
山
と
し
て
採
掘
が
行
わ
れ
て
い
た
と
の
い
わ
れ

が
あ
り
、
実
際
に
沼
底
か
ら
鉱
石
粉
砕
用
の
石
臼
や
廃
鉱
石
が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。

白
雲
洞
を
過
ぎ
、
山
道
を
歩
い
て
い
く
と
た
ど
り
着
く
の
が
『
古
樵
丘
』
で

す
。
こ
こ
か
ら
の
眺
望
は
美
し
く
、
右
手
に
は
保
原
の
街
並
み
、
左
手
に
は

半
田
山
、
厚
樫
山
、
宮
城
蔵
王
が
望
め
ま
す
。
春
に
は
桃
の
花
が
眼
下
一
帯

に
咲
き
誇
り
ま
す
。

白
雲
洞
（
高
子
二
十
境
の
第
十
九
）

淡
島
神
社
社
殿
脇
の
石
段
を
登
る
と
た
ど
り
着
く
岩
谷
霊
窟
、
そ
れ
が
『
白

雲
洞
』
で
す
。
穴
だ
ら
け
の
岩
塊
は
風
で
抉
ら
れ
て
で
き
た
も
の
で
、
薬
師

如
来
、
観
世
音
菩
薩
、
阿
弥
陀
如
来
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
す
ぐ
隣

に
は
鐘
つ
き
堂
も
あ
り
ま
す
。

た
ん
　
ろ
　
ば
ん

は
く
　う
ん
　ど
う

こ
し
ょ
う
き
ゅ
う

保
原
町
所
沢
東
畑
1
0
0

だ
て
な
健

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果

①
動
脈
硬
化
を
予
防
す
る

②
肥
満
防
止
が
で
き
る

③
血
圧
が
安
定
す
る（
熟
睡
で
き
る
）

④
脳
の
老
化
や
認
知
症
の
防
止
に
な
る

⑤
腰
痛
や
ひ
ざ
の
痛
み
防
止
に
な
る

⑥
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
る

⑦
体
力
づ
く
り
に
な
る

⑧
四
季
の
変
化
や

　
季
節
感
が
味
わ
え
る

重
要
な
の
は
「
正
し
い
姿
勢
」
と
「
無
理
の
な
い
運
動
」
を
続
け

る
こ
と
で
す
。

運
動
は
続
け
て
行
っ
て
も
、
小
分
け
に
し
て
も
効
果
は
同
じ
で
す
。

「
歩
く
こ
と
は
足
し
算
」
感
覚
で
気
軽
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

歩
く
こ
と
で
活
動
量
を
増
や
す
ヒ
ン
ト

１
．
駐
車
場
は
遠
く
に
停
め
る

　
　
　
買
い
物
を
す
る
際
は
、
入
口
か
ら
遠
く
離
れ
た
駐
車
場

　
　
に
車
を
停
め
ま
し
ょ
う
。

２
．
階
段
を
利
用
す
る

　
　
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
使
わ
ず
に
階
段

　
　
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

３
．
自
転
車
に
乗
る

　
　
　
ち
ょ
っ
と
し
た
距
離
な
ら
車
を
使
わ
ず
自
転
車
で
移
動

　
　
し
ま
し
ょ
う
。

４
．
こ
ど
も
と
遊
ぶ

　
　
　
一
緒
に
飛
び
跳
ね
た
り
す
る
だ
け
で
身
体
活
動
量
を

　
　
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
こ
ど
も
や
お
孫
さ
ん
と
遊
び
ま
し
ょ
う
。

５
．
ア
プ
リ
を
活
用
す
る

　
　
　
ふ
く
し
ま
健
民
ア
プ
リ
な
ど
で
歩
数
の
記
録
や
自
分
の

　
　
カ
ラ
ダ
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

事
業

参
加
者
募
集
中

安
全
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
た
め
に

●
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に

　
　
の
ど
が
渇
く
前
に
こ
ま
め
に

　
　
　
　
　水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
睡
眠
不
足
の
と
き

●
か
ら
だ
が
だ
る
い
と
き

●
ひ
ざ
や
足
首
に
痛
み
が
あ
る
と
き

●
動
悸
が
激
し
い
と
き

●
風
邪
気
味
の
と
き

●
胸
が
痛
く
な
る

●
息
苦
し
く
な
る

●
疲
労
が
激
し
い

●
足
が
も
つ
れ
る

●
ひ
ざ
や
足
首
が
痛
く
な
る

●
め
ま
い
が
す
る

●
か
ら
だ
が
だ
る
い

◆
歩
く
前

◆
歩
い
て
い
る
と
き

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
楽
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

道
路
を
横
断
す
る
際
に
は
、
一
旦
立
ち
止
ま
っ
て

安
全
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

歩
道
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
、

縦
一
列
で
歩
き
ま
し
ょ
う
。

夜
間
の
歩
行
は
反
射
材
を

身
に
つ
け
て
歩
き
ま
し
ょ
う
。

伊
達
市
役
所

健
康
福
祉
部
　健
幸
都
市
づ
く
り
課

☎
0
2
4
－
5
7
5
－
11
4
6

MA
P

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

保
原
コ
ー
ス

◆
以
下
の
症
状
の
と
き
や
、
か
ら
だ
の
状
態
が
い
つ
も
と
違
う
よ
う
な

　
と
き
に
は
、
決
し
て
無
理
を
し
な
い
で
歩
く
の
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

【
主
な
ス
ポ
ッ
ト
】

　
●
丹
露
盤

　
●
白
雲
洞

　
●
古
樵
丘

　
●
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
シ
テ
ィ

　
●
高
子
沼

高
子
二
十
境
を
巡
り
、

地
域
の
歴
史
や
自
然
に
触
れ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
す
。



阿武急高子駅
スタート・ゴール

丹　露　盤

高子沼

●熊阪家墓所

アップデートシティ

伊達中央 IC

阿武隈急行線

古　樵　丘

～保原地域のおすすめ
　　ウォーキング
　　　　　 コース～

　保原・高子地区には、初代朝宗が築いたとされる伊達氏初の城館である高子岡城跡
や高子二十境等、見どころが多数あります。
　保原地域の自然や歴史、文化に触れながら、楽しくウォーキングしましょう。

たかこにじゅっきょう

　「高子二十境」とは
　　　高子地域の景勝地のことで、江戸時代の文人、熊阪覇陵が漢詩を読んだことに由来するものです。

くまさかはりょう

高子満喫コース
丹
　
　露
　
　盤

古
　
　樵
　
　丘

高
子
沼
公
園

白
　
　雲
　
　洞

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
シ
テ
ィ

高
　
　子
　
　駅

高
　
　子
　
　駅

５

高子二十境体験コース ３
古
　
　樵
　
　丘

白
　
　雲
　
　洞

高
　
　子
　
　駅

高
　
　子
　
　駅

丹
　
　露
　
　盤

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
シ
テ
ィ

高子駅

白　雲　洞

高子沼公園

●
亀岡八幡宮　

U-プレイス
伊達●

４
県道

４
県道

４
県道


